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マ

ル

グ

ス

主

義金

癍

寶

之
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助
.

'社
#.
主
義
の
內
部
ょ
り
出
發
し
て
而
も
尙
ほ
社
會
主
義
に
對
し
て
批 

判
的
態
度
な
梢
*
も
の
It
、：

所
謂
修
庇
派
社
會
注
義
;c
ぁ
る
。
换

：

z

 

す
れ
ぱ
修
疋
派
社
會
主
籤
は
、
社
會
主
義
の
外
部
i
り
し
て
之
•か
頭 

上
It
鐵
M
4-
'
下
'3
ん
と
す
る
も
0

に
|1
:
ぁ
ら
.す
し
て
*

社
#
-
主
義
の 

立
揚
|:
'於
：て
之
な
狄
苹
隹
ん
と
す
ろ
の
f

 

Tお
る
。
此
述
動
は
躅 

M
0
.社
'#
说
主
撤
|:
非

常

な

-3
影
響
か
及
ぼ
し
れ
る
1
の
で
ゎ
つ 

て
、
從
來
>

^'
ク
ス
の
教
||
に
^

ー
0;
信
仰
^
繫

い

で

.
^
れ

人

ナ
 

I;
と
つ
て
は
洵
1
1輝
異
す
べ
さ
異
#
で
ゎ
|つ
.た
0
而
し
て
此
述
動 

か

^
表
し
て
立
て
る
潘
11
即
エ
ド
ア
;v
,ド
.«
ぺA

ゾ

y
3U
タ

ィ
シ 

(
E
d
u
a
r
d

 

Bernstein, 
1
00

5
0 

—

 )

で
^
る
。
勿
論
彼
の
マ
ル
ク
ス
主 

雜
に
對
.す
石
批
！
：'は
攤
內
に
於
け
る
雜
々
：た
る
#
雖
4*
駿
り
:4
1
大
な 

ろ
^
腿
^

^

&さ
ざ
る
4*
#

*^
か
'つ
?:
。

}

八
九
八
¥
の
ス
ト
.ク
'ト 

^

>

>の
大
脅
|;
於
て
乂
其
の
翌
¥
,の
パ
.ノ
、
ゲ
ァ
の
大
會
に
於 

て
も
珉
大
な
る
間
腿
ミ
な
つ
て
、
弗
離
は
彼
以
上
に
塔
中
t£
ら
れ 

れ
？
力
々
ツ
キ
彳
は
亂
t
滞
烈
I-
彼
^
駁
I
夂
難
じ
た
。

ペ
ル

l-
t
織
^'
！1.

分
裂
：の
'生
ず
る
^
妨
止
せ：

ん
i
努
め
^-
と
ば
霞
ぺ
、

の 

主
張
に
栩
カ
汉
對
し
た
。
然
る
：̂
ぺ
か
ン
シ
.丄
タ
ィ
ソ
は
斯
る
攻
锻 

I:
-答
へ
ん
が
爲
U
ス
ト
^
ト
が
；̂
ト
に
他
$
れ

-|
:
獨

逸

社

僉

说

虫

撤
 

の
分
_
;

―
1

八
九
八
年
一
月
三
3
ふ
サ
八
：1
:迄
緻
い
.た

|

!:
-

一 

の
璿
带
か
遂
つ
れo

咒
液
简
II
彼
ふ
か
抱
懷
し
t:
る
偖
條
か
简
約
に
述 

ベ
て
ゐ
る
も
の
で
わ
，つ
て
、
彼
自
ら
も
其
信
^
の
；中
|:
は『

屯
要
な
る 

論
.點
|:
關
す
る
余
の
見
解
^
可
匁
り
明
|«
|:
狡
表
し
て
逋
い
た』

i 

云
っ
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
ぁ
リ
"
.又
常
時
の
¥
情
4»
窺
.ふ
1
1见
る
冇 

カ
の
材
料
で
办
る
と
云
ふ
と
气
か
出
來
る
。
而
し
t
彼
U

4
九

一

芄 

年
ブ
次
べ
ス
ト
の
講
演
に
於
て
邦
修
茈
生
菝
の
或
部
分
か
撤
间
し
む 

;ミ
貧
は
れ
|:
け4

.

ど
も
、
最
近雜

：！I.

吹
.造
へ
の
室
伏
高
信
^

の
齡
 ̂

d

n

lx
*
彼
{1
決
し
て
撤
间
炫
す
し
て
寧
ろ1

八
九
九
年
の
修
-lh 

主
義
な
級
返
し
わ
|:
過
ぎ
で
2
龉
っ
た
と
の
祺
で
ぁ
る
0玆
|:『

ぺ
ゲ 

ゾ

タ

ィV
v

 y

;v

ク
ス
主
^

』

ミ
胆
す
る
一
編it
此
信
带
の
杪 

譯
%'

試
み
/;
.も
の
で
ゎ
る
。
退
：

2

依
：つ
て
べ
か
ゾ

；>

 

ュ
タ
ィ
ン
の
マ 

ゼ
グ
ス
主
義|:
對
：す
ろ
修1£
总
見
0
火
.览
か
知
り
、
.以
て
彼
の
主
張 

か
興
*|.
-
-弹
細
に
考
察-0
£

ん
ミ
す
る
の#
論
|:

代
.
へ|:
い
ミ
思
ふ0
で

f
o彼

は
右
の
信
畨4-
、『

社
會
主
有
の
前'
提
ミ
社
會
坶
主V

森
の 

任
務』

.

.

.

.

.
c
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'
d
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o
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y

M

t

^

^

M

^

^

^

il
<o
. 

第

|
版
序
文
の
中
に
自
ら
^
錄
し
て
ゐ
名
0
興
骋
述
は‘i

IV
ン
シ
太 

タ
ィ
ン
-0
代
爽
的
蕃
作
と
称
せ
ら
る
、
も
0
:で
わ
つ
て
、
乂
典
は
相

[4
■!

i

!

!

の
#

前
长
柃
て
場
へ
ら
れ
た
盈
|
究
|:

從
つ
て
、

「

社
曾
主
義
連
動
，レ

. 

於
け
ス
，
€

1
姻
邯
：
| :

现
想
牛
；雜
的^

素̂

等
し
，く
强
固
な
ら
し

め

 

丨
ん」

が
爲
I:
"

趄
草
せ
らh-
n

t

の〖

•て
あ
る0.
從
.つ
て
右̂
信
？
；，
 

於
て
、
此
辨
の
大
意
か
窺
知
マ
る
/
、
^
れ
出
來
る
譯
で
め
る
 々

妓
*し
課
敕
す
る
も-の
5
1右
の
^
作|2
戟
^
.6
る
、
所
に
礙
ブ
：
^

.

の
‘
•て
あ
つ
て
、.文
中
の
前
は
譯
诉
が
侦
泣0:
爲
|:

咐
し
た
ネ
も
の、
.
.

父
文
中『

余』

と
わ
る
は
凡
て
ベ
ル
ン
'

>

 

' タ
ダ

か
啟
味
す
?

.
の 

.

.で
め
る
。 

. 

，：
 

.

■

.『

砒
會
逢
_

の
讅
問
顧』

と
題
す
る
'連
續
し
ね
.
る
論
.文
.
.

}

 

.

に
於
で
余
が
述
べ̂

る
見
*

は
、「

近

鲅

冗

社

會

主

義

の~ 

新
聞
雜
誌
及
：兪
合
に
於
て
議
論
を
惹
超
し
た
。
面
し
て 

獨
乙
祉
#

路

主

：
黨

の

：
木

會

は

，
；
、
：

.
其
見
*

に

.

對
し
て
、

» . 

度
を
.明
か
な
ら
し
む
ベ.

で
あ
4

ぎ
云
.ふ
要
求
が
提
出
. 

せ
&

れ
た
。
之
が
實
際
行
は
れ
て
大
食
が
其
要.求
，に
應 

中
る
揚
合
に
.
ば
>

余

は

：
次

：
の
：
說

明

.を
爲
才
を
餘
儀
な<
 

一
 

せ
ら
.る
，>

の
1?
:

扣
る
。
.：:',
ド

會
議
の
投
蕻
ば
、
其
が
如
何
に
至
上
な
も.の
：で
：も
あ 

っ
て
も
，
勿
論
、
跹
曾
上©

現
象
の
.探
梵
ょ
ゎ
得
'た
る 

余

の

襯

察

を

證

苳

篇

す

こ

ぞ

は

出

來

な

い

。余
が

『

新

第
十
六
1

時
代』

、

.

(
e
N
e

u
e

 

.’.
Z

寺

.
に
.锵
替
じ
た
#

は
.余
の
確 

信
0

表
规
で
ぁ
.
つ
て
、.：
余
は
其
磷
信
を
如
何
な
る
猶
點̂̂̂
^

R

於

で

も

収

捨

て

る

こ

i

a
出

來

な

い̂
考

‘
へ

で

ゐ

る 

の
1?
あ

る

’

：

乍
#

、
大
會
0
投
擧
が
少
し
も
余
に
無
.關
膝
で
ぁ
ゲ' 

得
る
ど
云
ふ
類
で
は
な.い
こ
.
ど

は

、
：
之

^

勿

論

で

ぁ

：

 

る
P
;
從
'
つ
て
特
に
余
が
必
要
を
感
ず
る

f

場
合
に
‘

、
佘 

'の
I t

究
に
良
つ
た
解#

女
下
し
又
其^ :
ょ

&

誤
つ
/S

推 

論
を
■

く
こ
.
^
,に
.對
し
て
防
衞
を
爲
す
所
以
も
了
«
,
ォ 

ら
る
.
、
で.
心
ら
ぅ
。■自
ら
會
_

に
出
席
す
る
釔
嫉
げ
ら
''
: 

れ
和
る
を■以
て
、
.佘
は
'之
を
玆
に
筆
ヒ
執
つ
て
陳
述
ず 

る
0
方
法
.を
以
^

爲
す
の
>

ぁ
る
。

"
余

の

論

說

か

一

ら

實

際

唯

得

.
&
^
.、

惟'論
|3
;
.
^
^

政
：| 

ロ
%

に
且
經
濟
的
に
龃
織
せ
ら̂

た
，無
產
者
階
«

^

«

.る
，政 

游
が
枚
カ
の
略
取
を
放
棄
す
る
こ
と
で
ぁ
る
^
^
、
成
方 

面
か
ら
*

礙
せ
ら
.れ
f c
'o
3 t

れ
捻
.奢 
<

櫞
承
猶
.る

1 |
宰

,'「

' 

5

:騎
'
パ

八

：

1

,

,

(
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A
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ソ
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か
ジ
ヴ
ユ
サ
ィ
ざ
マ
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参

K
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虫
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十
六
猞

A

m

錄

'レ 
ゾ 
*ン

イ

?
V
)V
ク
ス
虫
m

m

一'跋

八
•、丨_， iw*

で
あ
‘
つ
て
、
其
が
1 £

當
だ
ビ
云
ふ
說
は
は
、
..佘
ば
斷
乎 

ビ
.し
て
皮
對
ず
る
の
で
あ
石>
 

•
,

佘
は
、.
吾
人
は
遠
が
®
#
來
る
可
き
有
產
考
的
社
會 

■の
崩
解
の
前
に
立
で
る
者
で*
る
、
ど
云
ふ
®
察
に
は 

反
對
ず
な
、
從
つ̂
'
社
#:
民
主

_々

は
y 

.斯
な
將
來
來 

る
べ
き
祉
會
の
太
危
機
ゼ
期
待
す
る
が
爲
に
、
、其
作
戰 

ど
典
れ
に
適
應
せ
U

む
可
き
で
あ
る
が
の'見
解
は
t

齩
' 

然
た
な
態
度
を
#

す
る
，
*'
れ

は

余

於

！̂

熱

心

に

主
 

张

す
'る
^

で

あ
.̂-
0

:'此
大
危
機
說
の
：讃
成
者
は
本
來
§

i:
:
Ja
言』
奴
#

.

.

.

. 

.

.

.

. 

, 

...

究
を
恃
み
ビ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ツ
で
、
興
は
：如
何
な
な 

點
に
於
て
も
^

a
で
あ
る
。

『

共

產

黨

宣

言

』

が

近

代

社

會

の

_發

展

に

付

ぃ

て

述

べ
 

て
ゐ
る
豫
見
は
、
其
が
此0
發
餘
0

i

般

.的

傾

向

の

特
 

徵

を
#

ば

じ

て

ゐ

る

範

圍

內

に

於

て

は

，
：
正

し

き

も

.
の 

で
あ
つ
れ
。;.
#

し
其
れ
は
微
多
の㈣
豸

の

. 

就
中
.其
發
展
が
必
耍.VJ

す
べ
き「

時
間
.

」

の
測
^
に

於
て
、
誤
謬
に
-陷
つ
.
.て
.ゐ
化
'0
而
し
て
其
.誤
®
な
り
：し
事 

は(

參

諄

書』

の
共
作
者
K
る
？

N

リ
I
ド
ヲ
ッ
匕
,H'

x

 

グ
\
ス(Friedrich 

E
n
g
e
l
s
)

に
依
^
N
_、

『

佛
關
®
に
於
け 

4
階級闘爭

』

-

没
 Oxlksmpfen 

in 

F
r
a
n
k
r
e
i
d
l
o

 

の
-序
文
に
於
て
、
承II

せ
ら
れ
て
了
つ
た
。
尙
乂
、
社 

會
の
經
濟
的
發
展
が
推
測
さ
れ
た
ょ
り
も
遙.か」

M
い 

期
間
七
必
要v

し
す
る
場
合
に
は
、
其
發
戚
は
亦、
i
 

激
宣
8

R
於
て
推
測
さ
れ
な
かつ
れ
义
椎
侧
ざ
れ
得
な 

か
つ
た
形
式
^

^

,
、̂
形
®
に
達
し
尨
け
.れ
：'は
な
ら
ぬ
、 

こ
^
は
明
が
，で
あ
る
。：

ノ
|:
1
:會
關
係
*;
駿
達
ば
、

『

1|
'
言
脊
の
描
寫
..レ
て
ゐ
る
が
：

|

如
き
方
法
に
於
て
は
行
は
れ
な
か
つ
た
。
之
を
秘
密
ミ 

,

し
樣
1̂
す
る
こ
^j

は
pi
に
.無
益
で
あ
る
‘ 
0
,み
な
ら
ず
、

:
亦
實
は
：.愚

の
#

頂
で
あ
る
。
財
產
：を
所
有
す
る
者0
數 

は
、
小
妄

^
i

し
て
.
却
て 

一 ：' 
0
 ̂

ノレ
な
つ
て
ゐ
f
. 

«:
會
の
富
の
奠
太
な
る
增
加
は
"
太
資
本
寒
の
數
呤
減

少
を
伴
は
な'い
.
.け
.れ

ど

も

..、
饼
し
總
て

の
階
級
よ
^
'
成

,る
;:
«

^

^
必
*

の
：僧

加

を

伴

つ

て

：
ゐ

备

。
，中

流

僧

叙

は
 

';
«

特

徼

を

變#

る
;■
'

然

れ
r

も

社
H

の
K5
^

よ

り
消
，
 

顧

し

去::
(
);は

せ

ぬ

め

で

ぁ

も

0

':

.

;隹
遨
:0
;
集
中
は
：、：

今
日
^

#

て

も
:®
^

.
«
業
界
ジ
ー 

般
に
词
じ
勢
力
ど
速
力
ビ
を
以
つ
て
行
は
れ
て
は
ゐ
な 

, ^

。多
<

の
生
衰
部
两̂

:
於
て
は
、恼

よ

，

產.の
：集
中 

.が
社
：會
生
：
_

的
册
.評
家
.她
:«
て
，の
1

3

を
裏
# '
-

'
し
^

ゐ 

: 4

が
、
而
^

他
の
部
門
に
於
て
は
今̂

も
.

其

豫
(»
,

 

;
:
>邀
か
：に
：遲
く
办
て
ゐ
るo
.
農
諜
に
於
紗
る
集
冲
め
經 

過

烛

逾

缚

：ー
論
遲.々

た

る

步

調

で
■*
_る
4

商
業
統
*

は
、 

驚
ズ
可
き
|

^

'
々
0

^

^

に
#

' ^

れ
汶
る
«

' #
0

姐

轉 

を

示

し

て

ゐ

义

。

而

し

て

如

胸

，な

る

太

5

る

楷

級

も

、

右
^

段
階
よ
：6
消
え
.去
；ら
♦
 
€ 

^
ゐ
る
も
の
は
な 

い
。.
經
營
の
內
部
組
織
妃
於
け
る
意
淼
ぁ
る
幾
化
及
其

- 

.等
の
相
互
の
關
;«—

此
事
實
を
欺
く
こ
ど
は
；出̂

5

い 

0
.

-1
?
ぁ

：
る
、
'.
0

:
、
 

.

:
:■:
,
, 
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U
.
-

:

:

- 

>

.

.

.

第
十
，
六

卷

〈

八
ヒ
ー

) 

'雑
.

錄

一
總
て
の
先
進
諸
國R

於
て
は
，
資
本
主
義
.的
有
猶
者

. 

'階

奪

特

權

が

、：

悪

的
E

#

: K
1

秦

•

義
的
.：

組
織
^

«
移
し
つ
、
あ

る

を
見
る
。
斯
る
影
蕾
を̂
^

C
V
V

 

加
：̂
る

に

益

々

堀

大

ビ

な

り

つ

 

>
あ
る
勞
働
階
叙
の
®
. 

動
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
資
本
の
搾
取
的
傾
向
に
對
し
て 
I

の
社
會
的
反
動
が
®
.つ
.た
。
其
め
反
動
は
今
科
も
疴 

.甚
だ
，遲
.々
fl
微

々
ぇ
し
て
進
ん
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
其 

れ
.に
も
拘
ら
ず
實
際
に
布
し
て
、
經

濟
.4
:

活

の

益

冷

翁

， 

、
き

範

圍

を

其

勢

-*
.
の
下
に
惹

き

付

けん
ど
し
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
。.
工
場
法
の
'制
，.定r

地

方

行

政

の

民

主

化

及

.其 

«

勸
範
画
め：̂

|
§

、

組
^

及

淹
«

■«
合
め
^
^
を 

1

切
の
法
雜
上
の
抑
歷
ょ
ち
解
放
す
：る.こ
？
、
公
典
圃 

體
め
_

^
總
て
の
事
業
に
_

け
.る
#
输
組
織
會
賴
慮
す 

る

こ

气

總

て

之等
は
發

笾

の
此
時
期
の
時

徵
で
，あ 

る
。
獨
逸
に
於
て
は
、
人
が
你
时
勞
働
龃
合
の
抑
簾
る 

云
ふN

；

ど
ど
考
へ
る
乙
ど
が
.出
.來
る
，ビ
云
ふ
M

は
、

尨
政
治
的
發
逄
の
高.度

狀.在

る

を

示

^

ず

し

て

寧

ろ

幼

xt-
夕
イ
ン
k
マ
ル

虫
題

,

5
-
號

八
*»4
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.摩
六
锒
,

C

八
四
'〕

■'
■'雑
ノ
錄
：

:

雅
な
る
の
：證
據
で
あ
る。

' 

.

.

.

.
併
し
近
代
國
民
の
耽
治
的
組
織
が
愈
々
民
主
化
さ
る 

れ
.ば
さ
る
、
避
、
政
治
的
大
危
機
の
必
要S

機
會
と
は 

; 

.益

.々
減
少
す
る
：の
で
あ
る
。
，
從
つ
て‘危
機
.說
を
個
執
す 

る
人
々
は
、
：t
e
に
以
前
に
該
說
の
策
固
な
る
辯■

者
が
. 

爲
し
た
る
，が
如
ぐ
に
、
右
に
述
べ
た
る
發
麗
に
出
來
得 

.

る
限
り
反
抗
心
又
之
を
，妨
止
する
樣
試
み
な
'け
れ
ば
な 

* 

感

乍

,

無

霉

階

級

が

政

治

的

猶

馨

略

取

す
る
こ̂
.

の
み
が
、
政
治
如
大.危
檄
に
.ょ
つ
て
生
ず
る
，

V

 

政
權
の
奪
収
を
1意
味
す
る
も
'の
.で
:*
る
.か

；。

又

其

は

..無 

產
者
階
級
が
無
產
者
以
外
の
全
社.會
に
對
し
て
國
家
權. 

力
を
獅
占
し
刺
用
す
る
：こ
ビ
を意
.̂

す
る
.も
.の
.
.で
あ
る
..

? 
o 
‘
 

：

:

力
:

:
.之
；を
膺
«
す
.る
者
は
.、.
.玆
.

次̂
の
1
}'つ 

.

.
 

鄉
せ
：し—

ら
；
る
、
0

で

あ

る

；
。
.即
、『

巴
里
自
治
_』

,

(

奪

ぎ

瓦

^ô
u
n
e
)

は
、「

勞
働
階
級
が
旣
存
の 

政
，治
«
侧
を
簡
單
に.占
有
.し
而
し
て.之
を
彼
等
自
身
の：.

鬆

ぢ

乾

^
s
g.

，
へ
；
:̂̂
羊̂

雀

匕

パ
/y
ノ
ソ
丄タィン

y

マルクス虫
義

 

第1
-

號？

八
！
！

目

的

の

爲

に

運

用

す

る

：は

不

可

，呢

で

.あ
る」

S
云
ふ
乙 

S
の
證
據
を
與
へ
た
、S

1八
七
ニ
年
に
ア
ル
ク
ス
及 

エ
ン
ゲ
ル
ス
は

『

共
產
黨
宣

S』

の
新
版
序
文
.に
龄
て
餘
、
 

.明
を
爲
し
た
の
で
あ
る.。
‘而

し
て
' 

1.

八
九
五
年
^
は
フ
：

.
リ
1

ド
ジッ

ヒ
.
エ
ン
グ
ル
ス
は

『

階
級

_

#』

ハ^̂
1
3

ゃ

s
e
n
s
m
p
f
e
n
o

の
序
文
に
於
て
詳
細
に
說
咖
し
、て
蒙 

.ふ
，
«

猶
的
：恐
怖
'？
)

時
:^
_

«
自

覺

本

る

ー

民

衆

の

集

先

) 

に

立.て

る

自

覺

し

た

る

少

數

者

に

ょ

り

で

實

行

：
せ

6-
-
れ
；
 

た
る
革
命
の
時
代
は
、
今P
は
過
ぎ
.去
、つ
で
了
つ
た
。 

軍

隊

ビ
.0
>大
观
模
の
衝
突
.は
11
:
會
段
主
々
_

の
-^
斷
の 

賤
M

:̂
柳

制

：せ

ん

？

す

：
る

"手
^:
:̂

な

：
る
：
で

あ

；

&

ぅ

、

加 

之
.姑
く
の
間
で
も
之
を
退
步
せ
し
め
ん
ど
す
る
手
段
せ 

な

る

で

，
あ

ら

う

。

I

約
言
す
れ
ば
、
社#
1̂
$

々
,

は
、
非
合
法
的
手
殺
や
茶
命
に
.依
つ
て̂
.
り

は

、
寧

ろ

_
合
 

法

的

年

段

に

ょ
b
.
て

遙

かR

良

く

發M

す
る
も
の
で
あ 

る
ビ
。
而
し
て
以
上
の
見
解
に
從
ひ
、
彼
は
、
社
#

民
主 

黨
の
.次
の
*

#

£

し
て
、

r

其
投
翦
の.增

加

を

中

絕

、せ

ざ

i
I
I

!

i

!

る

樣

，に

保

持

す

：る

こ

ど

」

破
は
.

「

議
會
的
活
動
.
徐̂

年

に

を

向

上
.せ
し
め
.國
：家

の

實

質

を

民

主

#:
義
的
1:
向
^
變 

宣

傅

す

る

こ

を

指

摘
t
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。：

#:
せ
し
む
.る
^
適
す
る
所
の
»

て
め
改
_

0'
爲
に
奪
闘 

聯
ぐ
てH

ン
ゲ
グ
ス
其
人
は
、.
-*
め

意

見

：に
，
も

拘
¥

す

名
^
云
^

乙
ど
で
あ
る
ど
？

.

ず
、
彼
0
數

潘

例

が

示

す

が

如

く

ち

進

化̂

速

度
.
、
ゾ
以
■

、
余

が

余

の

霧
■

羞

^
碁

れ

た

资 

.を
筇
に
多
少
*
霞
視
し
た
の
で
.办
る
。
.併
し
人
々
は
斯
一
-で
あ
卜
、
令
も
倚
ほ
其
總
て'の
意
_
:に
：從
つ
て
主
張
ず 

4

ひ
#

る
：
で

办

ら

ぅ

か

：，
樣

は

，、

勞

働

階

鈒

が

軟

治

：

▲

所

で

あ

气

：又

其

れ

ば

^

_

_提
邸
し
て
置
ギ
た)
當 

的

：權

カ

を

略

収
-1
'
る

を

：、
：
^

|
し

た

？

何

ビ

々

れ

ば

彼

.

.ー
-而

叹

問

題

化

關

し
1:
ぼ〜

H

ン

グ
.ル.
ス
の
.說

ビ

結

.局

同 

は
：
、
，
合

法

的

®:
&

;
ょ
レ
て
爾
:«
せ
ら
れ
.た
も
社
會
民
.

：
ー
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
，民
主-々

義
が
常
に
意
_
す
る 

主

々

義

め

不

斷

，の

賧

展

が

，

政

治

：蓮

«
に
依
つ
て
_妨

：

德

•勞

働

者

麗

が

其

：の

m

識
的
進
步
£
經
濟
敗
紙
農
- 

害

せ

ら

る

、
を

避

け

ん

と

欲

し

た

.か

ら

ミ0

、
 

:
\
の

程

度

に

從

つ

て

一

般

に

.實

行

し

得

ら

る

 

>
程
度
0
5 

若
し
：5
ぅ
言
ひ
得
な
い
な
1ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
彼
の
 

一•
彼
.等
の(

勞
働
者
階
級
の)

支
配
ビ
云
ふ
こ
^
で
あ
る
が 

ニ推
^

に
#

意
を
表
す
.る
な
ら
ば
、'
據
る
場
合
に
は
次
の| 

6
.で
あ
る
。
且
ヌ
ユ
ン
ゲ
ル

ス
は

、
共

肤

揭

の
®
:■

に 

_
が
0

せ
ら
れ
：て
も
'、
、.何
人
も
遒
理
上
其
れ̂

惡

感」

.

.於
駕
旣
に
'

『

典
產
»
宴
魯
が
门
&
泰

；々

義

の

猶

得

：

&:
«
へ； 

f

抱
く
ご
と
は
出
*
な
いI

如
社
會
民
主
々
義
M

 

_ガ
あ
石
無
產
者
階
銳
の
第
一
の
且
最
重
要
：$

務
の 

:く
將
來
1$
-

旦
づ
.て
。爲
ず
^
き
«:
事
ぶ
、
大
破
裂
を
思
案
一
ビ
し
て
宣
言
し
た
し
ミ
云
ふ
事
實
に
い
明
自
に
：戰
き 

，す
る
代
ゲ
に
、
勢
赚
者
階
酸
を
政
治
的
に
組
爾
し
で
之
及
ん
：でゐ
、る

0,
.でぃある

。
：

1
 

、を
民
主
が
義
に
潑
達
せ
し
む
る
こ
ビ
、
及
勞
働
者
階
級
約
言
す
れ
ば

1
.エ
ン
グ
ル
そ
は
危
機
を
目
壤
ミ
ぜ
る

/■
第
十
六
餘

(

，八五

.)

雜
.

錄
ぺ
ル
ン

«/
本タィシと

.
>̂.
グス主、義
 

‘

f
i魷

\五



第
十
、六
怨

八
六
い〕

雜

錄

ぺ

少

ゾ
4/
.
丄
.̂

ィ
ン
:̂
マ
シ
ク
ス
-
电
義

,

5
鱗
'

八
山
ハ

«

略
の
勝
利
を
ヽ
全
ぐ
確
信
せ
る
が
放
に
、
彼
は
亦
、
.
’*
• 

戰
略
it
ビ
つ
て
獨
逸
に
於
け
る
ょ
レ
も
有
利
な‘る
傳
統
.
. 

を
持
て
る
•ラ
テ
.
.

X
諸
M
fc
對

じ

て

は

、

其

戰

略

の

.
改

訂
 

が

必

聲

で

ぁ

る

牟

考

ぺ

て

ゐ

為

。

「

ょ
.レ

園

民

間

の

戰

辦
 

の
條
#.
が
變
.っ
戈
'
<て
も
、
.階
顧
.間
.の
.
.圓
^

の
條
#
が 

縮
'少
さ
れ
6

謂
で
は
な
'い」

d

彼
は
®

し
.て
ゐ
'
る
o
te 

に
A

^

^

t

st)
^

^
0'
で
あ
る
か
？

H
「

.

.

.

•

勞

働

者

階

級
.0
,爲
に
&

主
々
.義

.紅

る

の

必

恶
 

な
る>

」

ポ
を
、
i£
g

ピ
じ
た
者
は
な
い
。M
0

で
論
#
- 

さ
'れ
t2
if
i

-u
,、,
社
.會
破
裂
說
ど
，

»
逸
瑰
在
、の
經
濟W
, 

發
展
及
都
鄗
に
於
け
る
其
勞
働
階
級
攻
進
歩
の
^
度
を 

以
尤
、
寒
然
^i

®

る
一
危
機
が
社#

民

主

分

鎌

.に

望

ま

し 

ぐ

办
t

得

ざ

か.何
5

か
t

写

ふ

薇

：

で

あ

る

。
*
余

は 

此

疑

問?:
否

定

じ

て

置

：
い

た

が

：：
、

.
，今
^
5
3尙
ほ
'*
れ
を
否
|. 

定
ず
る
。
何
ミ
な
れ
蜂
佘
の
舰
る
所
を
以

V

す
^

ば
、 

0

0

の

發

生

，し

'
得

る

可

能

性

の

中

よ

？

は

堅

實

な

る

前
進
の
中
に
こ
そ
、
永
久
的
處
功
に
»
す
る
ょ
り
大
な 

る
.保
證
が
«

す
.る
か
ら
で
ぁ
.る
。

：

'

.
而
し
て
余
は
、
諸
國
民
.の
發
達
上
に
於
け
る
重
婴
な 

る
時
期
ば
‘跳
び
越
さ
れ
得
な
い
、
ビ
云
、ぷ‘確
倩
'5
:
:抱
'い
'' 

て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
其
處
で
祉
會
民
主
_々
.
0
:次
.の
任 

務
.に
最
も
重
大
な
る
值
値
を
蹬
ぐ0-
1?
.ぁ
：.を
4

即
勞
働 

:考
の
政
治
的
權
利fe
獲
ん
が
爲
の
«

_

、
‘
«

«に
於
け 

る
勞
働
者
の
其
階
級
の
利.益

ゼ

擁

議

：
货

ん

が

錄

€>
政

治
 

的

活

動':
'
-並
(1
:

1
働

者
#

*

*
的
»

織
0

事

業

に

：
最

ギ
 

重 
&

^
5©
'

ぐ

：
の̂

^
§:
*
?
>
2
§
^
|味

に

於1:
:
.>
#:
_

务

は

：
、
パ 

「

運
動
ご
云
ふ
こ
S

は
余
.に
ビ
つ
て
總
て 

>
ぁ
る
け
れ 

と
も
、；：
一
般
に»
會
*3£
:
翁
.の
_
&
_
的
:̂
稱
ぜ
6

名
、 

も

の

■
は

何

で

も

な

：
い
’
事

で

ぁ

る

ご

ど
！：

ム

ふ

文

を

草

し

た

： 

の
で
*
-る
。
' 而
し
て
此
意
味
に
於
て
今
日
も
猶
ほ
其̂ 

を
*

く
の
.で
あW

。
， .

其『
I

般
：に』

S

K
ふ
言
葉
は
、
其 

命
題
が
唯
.條
件
附
に
解
釋
せ
ら
る
ベ
き
で
办
つ
た
ビ
云 

ふ
こ
$

を
"
示

さ

な

い

し

て

も

、.次
の
ニ
事
は
明
白
で

議

秦

鎌

s_J-̂
r;3

r: 

j

.L-J 

-----
て

 >.

e
: 

■ 

-
n 

-
L 

-u 

■>

あ
る
f
即
興
命
題
は
、.
社

'#
主

義

的

原

璁

の

終

極

の

遂 

行

蠢

ム

て

、
無
關
係
あ
あ
るS
云
ぶ
こ
€
を
表
は
す 

V
J
S

は
出
來
な
炉
ク
拎
が
：、
乍
併7
事
物
の
最
後
0
形
'
+ 

成
の
狀
態
に
關
し
で
屯
？
無
關

係
： —
.

處
は
：無
轍
着
ミ 

云
つ
れ
方
が
宜
'<
言
表
ば
さ
る 

>
で
あ
ら
ぅ
—

^
で
あ 

る
^
云
ふ
，§

を
、
表
承
燦
る
こ
.ぢ
が
出
來
た
> 
亡
云 

ふ
こ
ミ
で
あ
る
メ
へ
如
何
孩
る
蹄
に
於
てi

、
余
は
*
來 

IZ
,

'
て
、
，
■—
*
:般
原
雄
以
.
忙
.出
づ
，る
輿
味
を
持
た
な 

か
つ
.た
>
、疴又如何なる*來
記
暴
終
む
乙
ビ 

は
出
來
な
.

&

つ
が
0/
現
^

^
最
'̂
.近
き
將
*

の
：任
務
に 

一-
5务
、
佘
の
思
想
る
努
カ
ど
啟
關
係
ず
る.：の
：で
1

ウ
：で
" 

而
し
て
其
れ
.以
上
の
遠
き
將
來
ば
、:右e

幽
係
f?
最
も 

德
し
た
を
活
動
の
手
本
ヒ
な.る
.場
合
に
於
'で
.の
：み
、
余 

は
其
：研
究
に
も
力
を
儘
く
 

3
ん
ぜ
す
る
.の
：で

あ

な

。
？ 

勞
働
者
階
級
が
政
治
的
權
參
略1
す
る
と
が
、
：：資
，
 

#

家

知§

す

る
-

如
.

#
ふ

ご
S

は
、
與
れ
.自
身
窮
極 

$
.目
的
#
は
な
ぐ
、
寧

ろ1

定
の
Ml
的
及
努
力
を
.成
就

第
十
六
卷(

八
七)

，雜

錄

ぺ

ダ

シ
^

ュ
タ
、

せ
し
'め

ん

が

爲

の

，手

段

に

過

：ぎ

な

.い
の
で
あ
る
。
波
れ 

:
等
の
事
诚
、.斯
る
單
«
る
手
段
広
し
て
、
社
#
民
主
 々

義
の
綱
償
に
於
て
要
求̂

れ
.て
ゐ
る
の
で
办
つ
て
ゎ
M
 

人
が
ら
4
爭
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て»
れ
#
を 

.
成
就
じ
忆
後
の
狀
擺
に
就.ぃ
-て
は
、
何
事
も
豫
言
ず
る 
.
.

こ
ミ
4
出
來
な
い
M

唯
彼
等
を
實
現
せ：

ん
が
爲
«
鬪
し 

得
：る
の
み
で
あ
る
。
作
併
、
政
治
的
機
力
の
略
収
の
.爲 

に
は
.、.
政
治
.上

の

機

利

を

，猹

る

こ

ビ
が
：必
要
で
あ
る
。

:

而
以
て
現
今
^ '

畠
社
會
民
主
々
義
が
解
決̂
な
け
れ
¥

:

.

方

策

中

の

最

重

：要

め

問

題

は

S
.命

め

.
， 

:

觀
る
所
を
以
て
す
れ
ば’
獨
逸
_

働
者
0

政
治
上
及
轉 

濟
來
の
權
_

1

0

^

!

^

0

»
法
如
姆
に
_

す
,
 

關
題
で
あ
る
。
此
問
題
に
對
し

V

一
 

の

滿

足

な

•
着

解

答
 

が
發
見
さ
れ
な
•

〜

て
は
"

他

の

も

の

-
、

語

勢

は

結

局

唯
 

朗
讀
に
過
ぎ
4

い
も
の
：̂
な
る
で
あ
&

ヶ
。

.:
"
.、

■

:て
：声
::
:
し
四
.:.
'

.

ド
::
'
.:...:rw.. 

V

、

,
-
vと
.
マ
，ル
，々K

主
敦
，
 

第

二

龈

八

七



第
十
ハ

m

.
彼
-は
、
彼
ど
カ
ア
ダ
.
カ
-ク
.ツ

.キ

ィ

ビ

の

間

に

泠

づ

る
 

餘
戰
は
右
の
説
明
，に
關
し
た
も
の
，で
あ
つ
.て
、.其
論 

戰
.に
は
フ
ィ
ク
ト
ォ.ル
。
ア
ド
ダ
，ア
が『

雜
納
勞
働
者 

.

新
W』

に
於
て
®

係
す
る
^

到

ぅ

、

而

し

て

彼

等

の
 

.

爲
にg

み
を
受
け
て
一
八
九
：八.年
.二
 

o
月
一
三
日
よ 

"
<
o
r
w
pt
&
=
に
於
で
觅
に
他
の
說
明
を
爲
す
代 

到
つ
た
旨
を
述
，ベ
て
、
興
一
部
分
を
特
に
拔
萃
し
て 

ゐ
る
。
是
亦
彼
の
階
級
闘#
に
‘關
す
る
見
解
の
大
要 

V
を
^
k
^
.
m 
を
#

る
，が
.故
に
、
,
抄
_

じ
て
以
て
M*
fc 

附
記
し
や
ぅ
と
思
ふ0
で
あ
^
。
 

. 

民
主
々
義
的
制
«

^
發
達
ど
»

に
階
溆
.鬪
爭
の
緩
*
,
せ 

ら
る
、
こ
ビ
.を
、.
余
が
斯
待
し
た
S

K
ふ
こ
^

に
對
し
:'
: 

て
、
ア
ド
ラ
ア
及
其
他
の
人
々
も
惡
感

&

抱
ぐ
た
。
而
一 

し

ヤ

其

れ

は

，、
：：
余

が

«

ら

英

鋪

式

の

偏

見

を

以

て

事
 

悄

を

觀.察

す

る

か&

で
*

る

ヒ

生

張

す

，
る

.。

之
^

全
4
 

.
事

實

次

は

な
^;
ょ

し

ん

ば

I.

步

を

讓

つ

て

、

「
I

段

進
 

步

し

た«
铽

、
，
維

步
©

%
れ
：
た

國|:
彳

其

れ

自

身

の

骑

第

來
の
實
例
を
示
し.て
ゐ
る
し
ビ
云
ふ
命
題
が
、

「

所
^
邦 

'•
:
價

値

を

失0;
て
、
、
.
.而

し.て

大

陸

の

徽

達

^

英

國

の

發

達

€

0
間
の
總
て
の
差
撂
を
-
其
れ
を
勿
論
余
も
亦
全

く

認

め

て

.
ゐ

な

い

ど

沄

ふ
！！

で

は

な

い

が

——

十
分
®
 

\

腐
し
て
ゐ
る
、
€
假
楚
し
て
み
て
も、
‘余
の
見
解
^

大 

...陸

に

於

け

る

植

々

の

現

象

に

基

い

て

ゐ

る

の

で

ぁ

つ
 

て
、
其
現
象
左
る
や
、
何
人
も
■

熱
の
中
に
恐
ら
く 

一「

時
は
*

»
し
て
ゐ
て
^

^
而
も
何
時
迤
^:
»

;め
な
い 

I
:

で
居
る
ご
ビ
说
出
來
办
も
，の.で

ぁ

る

。
.，
先

進

諸

國

に

冷
 

一'，
て

は

何

處
-1
:

於
で
|

、
吾
人
は
階
級
鬪
爭
がh

h
ii
和 

な
る
謹
を
採
る
を
靠
る
、
而
し
て
避
し
.？
ぅ
で
な
か 

な
ら
ば
、
將
來
に
於
げ
る
見
込
は#

だ
望
少
き
も
0

ど 

I

で
ぁ
ら
づ
。
勿
論
發
展0
1

‘般
的
步
調
はr

 

し
來
る
.退
步
を
除
き
^

つ
て
.は
了
は
：な
.い
。
乍
并
獨
逸 

1;
於
て
す
も
も
、
例
へ
、
ば一.

般
民
ま
の
增
大
す
る
塞 

が
今
日
^

ト

ラ

ィ

キ

-
に

對

し

で

如

何

な

る

腺

探

を

採

る
 

か

、
，
即

今

：
！

1

^
於

て

は.多

く.の

ス

ト

ラ

イ

キ
&>
、

+

#

^

-[
-
年
前
ビ
^ :

全
く
違
.
っ̂

.

'
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
ビ
云.ふ
こ
ど
を
、
明
瞭
に
描
き
敗
し 

て
み
各
な
ら
ば
、
敗
處
に
は
謝
鎌
す
？
き
1
’進
秦
の
お 

る「

こ
ぢ
を
、
何
人
も#

ふ
こ
^,

社
出
來
ば
け
0 ;

で
' &

るo

假

令

！

マ
ル
.ク
>

の

卩

調

を

借

な

て

，-
-「

_

%
•«
■

.
異
す
べ
き
 ̂j

と
M

® .
s

る
だ
ら
5

J「

^;
敢

え

て

言

は

な
 

.
ぐ
と
も
、
其
れ
は
：佘0

意
見
^

侬
办
,

I t
:
:會
主
義
的
：
 

運
動
に
"
_

櫞
認
.ょ

I
I» ,
#

_

滿
ち
：た
：る
道 

を
示
P

て
ゐ
る
，
：
而
じ1
て

破

毁

釔

行

は

；
；
ん

^

爲
に
s

M
 

,_

®

者
の
熱
.
心
も
父
.精

力

ん
.必

要

ぐ

し

な

い

の

^

办 

f

 "

ア
f

ラ
、ア
も
勿
論
ー
之
を
，

「

余
把
對
し
て
爭
ふ
と
.は

-

::
:
:
>■.

パ：：，■
, 

- 一
 

-’：
 

■

へ：

'
余

の

震

為

解

權

が

、
.

_

暴

て

何

等
0;
反
對

を
蒙
ら
な
か
つ
れ
時
代
が
杏
つ
た
。
若
し
今
日
‘は
其
事 

情
が
違
つ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
余
は
其
中
に
y

現
代
の
或 

現

象

卩

對

ず
i

苳

の

出

來

石

反

觀

の

ぁ

ん
 

こ
^

を
知
る
、.而
し
.て
其
反
動
は
之
等
の
現
代
の®

^

も
共
に
消
え
去
り
、■傷
に
•
筏
歸
し
て
次
の
一
事̂:
認
識
：
 

す
る
に
漤
る
f

あ
ち
5:
:

^

——

@

入
の
他
の
f t

會 

卞
於
て
徐〕

々
で
は
あ
る
が
臌
實
に«

は
ル
始
.め
で
ゐ
：る
：
 

ゾ
所
の
.
タ
ー
®

人
間
味
あ
厶
衝
察
友
法
が
：、
民
主
々
_

的 

制
度
の
發
翁
紀
從
っ
て
、
.：亦
见
に
$ '

耍
な
る
階
級
_
爭 

.

に
、も
行
は
.れ
ず
.に

.
ゐ

を

己

と

は

.出
來
な
い
、.'
却
て
此
階 

，級
鬪
爭
に
對
し
.て
も
、
同
様
に1 >
1

溫

和

、
咴

る

.
形

式

を
 

決

定

す

.
る

で
あ
ら
ぅ

ビ
去
.ふ
..，

』

€

を

。
、1

年
以
前
{:
.
は 

流
血
の
革
命
.を

'
必

要
と

し

た
で
あ
ら
ぅ
と
思
は
るS

玫 

革
を
"

吾
人
は
今
ぼ
、
投
禀
漱
ァ
示
威
運
動
及
之
變
に 

類
似
し
た
る
厕
.迫

手

段

に

侬

つ

て

費

.親
す
る
の
で
あ 

.'る 
ノ(

一
 

〇
，一 

ニ
、

一
 

ニ)

. 

.

.

;■
:
,
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